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に け ー し ょ ん

　11月22日は、いい夫婦の日です。夫婦仲が良いことでは、オシ
ドリが有名ですが、魚の中にも仲よし夫婦がたくさんいます。
　ガラスハゼもそうです。体長は5cmくらいで、海底からムチの
ように生えているムチカラマツというサンゴの上で生活してい
ます。ペアで見られることが多く、一本のムチカラマツの上で仲
よく一生を過ごすようです。卵もムチカラマツに産み付けます。
卵を守るために、自分よりもはるかに大きな相手に、体ごとぶ
つかっていくこともあります。大切に育てられる卵ですが、ふ化
しとたんに、多くは他の魚に食べられてしまいます。
　わずかに生き残った子どもたちが、どこかのムチカラマツの上で出会い、ペアになるのです。ま
さに運命の出会いです。だからこそ、いつまでも仲むつまじいのでしょうね。
          (ガラスハゼ 鹿島コーラルビーチ 水深10m 2012.8.18)環境省自然公園指導員  西尾知

と も て る

照

　本日! 海
う み び よ り

日和!!「海のおしどり夫婦」

　南宇和高校の2年生113名が、各々の
興味・関心や進路等に関連した就業体
験を行うインターンシップで、民間事
業所や保育所など町内外の36か所でそ
れぞれの仕事に汗を流しました。

　就業体験を行った生徒にとっては、職業適性や将来設計について考える良い機会となっ
たようです。

9/26～28 将来の夢を探して 「南宇和高校インターンシップ」

　城辺小学校体育館で、高校1年生184名
と城辺小学校の1年生49名、城辺保育所
とあいなん幼稚園の園児64名のほか乳幼
児や保護者の合計約380名が参加し、手
作りおもちゃの作製などを通して交流する「南高ワークショップ」が行われました。この
事業は、「こぶたたんぽぽポケットとんぼ(増田和

か ず え

恵代表)」をはじめとする子育て支援グ
ループが協力して平成14年度から実施されています。
　子どもたちは、「段ボールハウス作り」や「巨大積み木作り」など4班に分かれて、高
校生のお兄さんやお姉さんと仲良く遊びながら、おもちゃ作りを楽しみました。

10/3 南高ワークショップ
～手作りおもちゃで遊ぼう～

　オーストラリアの自転車冒険家スタン・ジャクソンさん(故人)の呼びかけで集まった日豪の
自転車愛好家14名による四国一周自転車の旅「日豪親善四国ライド」で、平均年齢68歳のサイ
クリストグループが一本松地域の温泉宿泊施設「一本松温泉あけぼの荘」に宿泊しました。
　翌日は、ジャクソンさん追悼の意を込め
て観自在寺を巡礼し、お遍路さんと交流を
深める場面もみられました。
　四国は初めてという方もいましたが、メ
ンバー全員が愛南町の美しい自然に感激し
ていました。

9/27・28 自転車親善にかける夢「日豪親善四国ライド」



p21p21

愛 南 こ み ゅ
9/12・13

　DE・あ・い・21で「第16回パール

ジュエリー・デザインコンテスト」

が開催され、国内はもとより、オラ

ンダや台湾など海外4か国を含む239名から、289点の

応募がありました。

　9月13日に行われた最終審査では、最優秀賞に山下

真
ま き

紀さん(愛知県)のリング「たゆら」が選ばれ、小学

生の部では藤田夏
な つ み

海さん(長月小6年)、中学生の部で

は山口沙
さ ら

羅さん(城辺中3年)の作品が、それぞれ第1位

に選ばれました。

想いを真珠に込めて・・・ 
パールジュエリー
デザインコンテスト

　東海小学校運動場で、坂本 
匠
たく み

くん(6年)が考えた『最高
の50回目の運動会』をスロー
ガンに「開校50周年記念 東
海小学校・地区合同運動会」
が行われました。在校生をは
じめ、その多くが東海小学校
の卒業生である地区住民や東海保育所の園児が、思い出の詰
まったグラウンドで楽しく汗を流しました。また、毎年合同
で運動会を行っている東海保育所にとっては、平成24年度末
での休園が決定しているため最後の運動会となりましたが、
園児と住民有志13名が一緒にダンス「祭」を踊り、最後の運
動会に華を添えました。

9/21 記念すべき運動会

　篠山小学校体育館で行われた「第22回県境篠山騒

動どろんこサッカー大会フォトコンテスト」公開審査

会では、審査員として招かれた、写真家で二科会写真

部会員の原田政
ま さ あ き

章さん(宇和島市)と犬飼恵
し げ と し

俊さん(同)

が厳正な審査を行いました。県内外の写真愛好家80

名から寄せられた216点の作品から最優秀賞に野口務
つと む

さん(宿毛市)の「蹴球（しゅうきゅう）」が選ばれたほ

か、10年連続の入賞となる濱本秀
ひ で お

雄さん(船越)の作品など入賞作品16点が選ばれました。
【審査会での町内入賞者は次のとおり（順不同）】

佳作 「激闘」和泉 剛
つよ し

(満倉)

佳作 「熱戦」沖野利
と し ふ み

文(広見)

篠山クラブ会長賞「愛なんファミリー」濱本秀
ひ で お

雄(船越)

9/29 どろんこサッカー大会フォトコンテスト公開審査会

最優秀賞「たゆら」

中学生の部1位
「小鳥」

小学生の部1位
「猫のすてきな遊び方」


